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地方起業家の育成を目的としたアクセラレータープログラムを開始 

―EY Japan と経済産業省、共催企業が地方の支援者と共同開催― 

 

• 東北地方の起業家育成を目指したプログラム、プロボノ活動を通じて共同開催 

• プログラムを通じて東北地方の起業家のニーズに寄り添った育成・事業拡大を支援 

• スタートアップコミュニティーのエコシステム形成への寄与と持続可能な地域と社

会の実現 

 

EY Japan（東京都千代田区、チェアパーソン 兼 CEO 貴田 守亮） と経済産業省、および三井不動産株式

会社、株式会社エイチ・アイ・エス、株式会社丸井グループ、株式会社 MAKOTO キャピタル、株式会社博

報堂、一般社団法人交通都市型まちづくり研究所は、持続可能な社会の実現を目指し、地域・社会的課

題の解決に取り組む地方起業家の育成、その事業の拡大、および地方創生に資することを目的としたア

クセラレータープログラムを 2022 年 7 月から共同開催することをお知らせいたします。 

 

今回、プログラムの対象となる東北地方は、東日本大震災から 11 年が経過し、人口減少や産業構造の

変化が進んでいる一方、潜在力を持つスタートアップ企業が数多く存在します。当プログラムは経済産業

省の J-Startup＊企業をはじめ、東北地方に縁のある起業家に対して、それぞれの企業が抱えるさまざ

まな課題を個別具体的に解決するため、特性・ニーズに合わせた人材・情報などを多岐にわたる分野の企

業と協力してスキルを無償提供するプロボノ活動を通じて提供し、事業拡大をサポートするものです。またそ

の活動を通して東北地方のスタートアップコミュニティーのエコシステム形成に寄与し、持続可能な地域と

社会の実現に取り組みます。 

 

EY はそのパーパス（存在意義）である「Building a better working world～より良い社会の構築を目

指して」のもと、クライアント、EY のメンバー、社会のために持続可能な長期的価値（Long-term value、

LTV）の創出を目指した取り組みを行っています。その一環として、今回、同様の趣旨を有する多様な関

係者と一緒に当アクセラレータープログラムを展開し、地域起業家の育成、支援を通じて企業の持続的成

長と地方創生に貢献できることを目指します。 

 

EYJapan チーフ・サステナビリティ・オフィサー 瀧澤 徳也のコメント： 

「現在、社会・経済構造は大きく変容し、持続可能な社会の実現、社会課題の解決を重視した取り組みが

一層求められおり、私たちが社会的使命を果たし、持続的発展を遂げていくためには、長期視点での価値

創造が必要です。EYJapan では LTV ビジョンとしてまとめた日本独自の取り組みを推進しており、当プ

ログラムは、こうした活動の中で地域課題に関心をもつ EY の若手メンバーを中心に生まれました。これ

まで EY がプロボノで取り組んできた女性経営者向けアクセラレータープログラムなどの知見を生かし、多

様なステークホルダーと共に、社会的に影響力のある起業家をサポートし、地域社会の活性化を推進する

ことで、日本の社会・経済の発展に貢献して参ります。」 

 
 
  

https://www.ey.com/ja_jp/long-term-value/ltv-vision-of-ey-japan
https://www.ey.com/ja_jp/long-term-value/ltv-vision-of-ey-japan
https://www.ey.com/ja_jp/long-term-value/ltv-vision-of-ey-japan
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アクセラレータープログラムの概要（以下、予定） 

 

プログラム名 東北地方の起業家育成を目的としたアクセラレータープログラム 

実施期間 2022 年 7 月～2022 年 12 月 

参加スタート

アップ 

 

• 対象：実務家であるメンターの伴走とともに、著しい成長を望む地方起業家 

• 対象地域：本社所在地が東北地方にある企業、東北に縁のある企業または経済産業省 J-

Startup 選定企業 

• 対象ステージ：アーリー、ミドル、レイター（10～13 社程度） 

• 選考基準：起業家精神、収益性、成長性、市場ポテンシャル、地方活性化、社会的意義な

ど 

特徴 

6 カ月にわたるプログラムにおいて、起業家それぞれの特性・ニーズに合った人材・情報など

を提供し、東北地方のスタートアップコミュニティーのエコシステム形成と今後の事業拡大をサ

ポートする 

• 起業家１名につき固定メンター（伴走者）3 名体制によるメンタリング 

• 上場企業経営者や VC、EY メンバーが経験に基づく洞察、示唆の提供や知見を共有 

• 企業、社会のサステナビリティの観点より事業成長をサポート 

• 国内ベンチャーキャピタルを主体としたベンチャーの海外展開支援 

• 参加起業家同士、支援者、共催企業との交流によるネットワークの形成 

スケジュール 

（予定） 

• 公開キックオフイベント 2022 年 7 月 29 日 〈オンライン開催〉  

• 最終発表会（ピッチイベント） 2022 年 12 月予定 〈対面＋オンライン開催〉 

WEB • EY 地方創生アクセラレータープログラム_東北｜EY Japan 

  
 
 

〈経済産業省 J-Startup＊について〉 

「J-Startup」は、グローバルに活躍するスタートアップを創出するために、2018 年 6 月に立ち上げられまし

た。実績あるベンチャーキャピタリストや大企業の新事業担当者などの外部有識者からの推薦に基づき、潜在

力のある企業を選定し、政府機関と民間の「J-Startup Supporters」が集中支援を行うプログラムです。経済

産業省（METI）・日本貿易振興機構（JETRO）・新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が事務局とな

り、プログラムの運営を行っています。2020 年 7 月には、J-Startup 地域版を開始。内閣府のスタートアップ・

エコシステム拠点形成事業とも連動して、各地域のスタートアップ・エコシステムのさらなる強化を目指していま

す。 

 
 

〈EY について〉 

EY  |  Building a better working world 

EY は、「Building a better working world～より良い社会の構築を目指して」をパーパス（存在意義）としてい

ます。クライアント、人々、そして社会のために長期的価値を創出し、資本市場における信頼の構築に貢献しま

す。 

150 カ国以上に展開する EY のチームは、データとテクノロジーの実現により信頼を提供し、クライアントの成

長、変革および事業を支援します。 

アシュアランス、コンサルティング、法務、ストラテジー、税務およびトランザクションの全サービスを通して、世界

が直面する複雑な問題に対し優れた課題提起（better question）をすることで、新たな解決策を導きます。 

 

https://www.ey.com/ja_jp/corporate-responsibility/ey-accelerator-program/ey-accelerator-program-2022-local-entrepreneurs
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EY とは、アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッドのグローバルネットワークであり、単体、もしくは複数

のメンバーファームを指し、各メンバーファームは法的に独立した組織です。アーンスト・アンド・ヤング・グロー

バル・リミテッドは、英国の保証有限責任会社であり、顧客サービスは提供していません。EY による個人情報の

取得・利用の方法や、データ保護に関する法令により個人情報の主体が有する権利については、

ey.com/privacy をご確認ください。EY のメンバーファームは、現地の法令により禁止されている場合、法務サ

ービスを提供することはありません。EY について詳しくは、ey.com をご覧ください。 

 

《 本件に関するお問い合わせ 》 

EY Japan BMC 

(Brand, Marketing and Communications) 

japan.corporatecomm@jp.ey.com 

mailto:japan.corporatecomm@jp.ey.com

